第３部　無機物質
No.7
　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第２章　典型金属元素
第3節　アルミニウム・亜鉛などとその化合物（教Ｐ220～226）
【アルミニウム】　　　　　　　　　　　　　　　
①価電子（　　　）個で（　　　）価の（　　　）イオンになりやすい。
 (
用途
　
)②原料は（　　　　　　　　）。Alの単体は炭素電極を用いて（　　　　　　　）で生成。


[bookmark: _GoBack]　　③密度が（　　　　）く、（　　　　）、（　　　　）に富み、（　　　　　　　　）が大きい。
　　④反応性　（　　　　）元素で、塩酸や水酸化ナトリウム水溶液と反応して溶ける。
【反応式】　
　
　　　　　
【酸化アルミニウムAl2O3】　　
　　①結晶はきわめて硬い。純粋なものは無色透明である。　②水に溶けにくく、融点が高い。
③（　　　　　　　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【水酸化アルミニウムAl(OH)3】　　
　　①（　　　　　　　　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応して溶ける。
　　②Al3＋を含む水溶液に（　　　　　　）または少量の（　　　　　　　）を加えると生成。
【反応式】　

【ミョウバン】
　　①硫酸カリウムアルミニウム12水和物　　AlK(SO4)2・12H2O
　　②水に溶かすと、Al3＋、K＋、SO42－の各イオンに電離する。
　　③日常的な用途として（　　　　　）の発色剤や染め物の（　　　　　）として使用。

【亜鉛Zn】
　　①価電子（　　　）個で（　　　）価の（　　　）イオンになりやすい。
 (
用途
　
)　　②

　　③反応性　（　　　　）元素で、塩酸や水酸化ナトリウム水溶液と反応して溶ける。
【反応式】　
　
　
【酸化亜鉛ZnO】　　　　　　　　　　　　　
　　①（　　　　　　　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応する。
　　②（　　　　　）や（　　　　　）などに用いられる。

【水酸化亜鉛Zn(OH)2】
　　①製法　Zn2＋を含む水溶液に少量の（　　　　　　）または少量の（　　　　　　）を加えると生成する。（　　　　）ゲル状。
【反応式】　
②両性水酸化物で、塩酸とも多量の水酸化ナトリウム水溶液とも反応して溶ける。
　　③多量のアンモニア水と反応して溶ける。
【反応式】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【水銀Hg】
　　①室温で唯一の（　　　　）の金属で、密度が（　　　　　）g/mLと高い。
　　②多くの金属を溶かして（　　　　　　　）とよばれる合金をつくる。

【スズSn】　
　　①両性元素であり、酸・塩基とも反応する。
　　②合金やめっきに用いられる。

【鉛Pb】
　　①両性元素であり、酸・塩基とも反応する。
　　②単体は軟らかい重金属で、（　　　　　　　）や（　　　　　　）で使用される。
　　③化合物は水に溶けにくいものが多く、鉛(Ⅱ)イオンPb2＋は塩化物イオンCl－や硫酸イオンSO42－と反応し、（　　　　　）や（　　　　　　）の白色沈殿を生じる。

	【重要事項】
	
	Al3＋
	Zn2＋
	Pb2＋

	NaOHaq
	少量
	
	
	Pb(OH)2　白色

	
	過剰
	
	
	無色溶液※

	NH3aq
	少量
	
	
	Pb(OH)2　白色

	
	過剰
	
	
	Pb(OH)2　白色


　　　※同じ両性元素であるSn2＋、Pb2＋では、Al3＋と同様の反応が得られる。
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
両性元素は、単体・酸化物・水酸化物は、酸・塩基のいずれにも反応し、塩をつくる。
□　
両性元素は
Al
、
Zn
、
Sn
、
Pb
である。
□　
両性元素のイオンが含まれる
水溶液に少量の
NaOHaq
や
NH
3
aq
を加えると沈殿が生じる
。
□　
両性元素のイオンが含まれる水溶液に過剰の
NaOHaq
を加えると沈殿が溶ける。
□　
Zn
2
＋
が含まれる水溶液に過剰の
NH
3
aq
を加えると、沈殿は溶ける。
　
)









　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第２章　典型金属元素
第3節　アルミニウム・亜鉛などとその化合物（教Ｐ220～226）
【アルミニウム】　　　　　　　　　　　　　　氷晶石Na3AlF6を加えて融点を下げる
①価電子（　3　）個で（　3　）価の（　陽　）イオンになりやすい。
 (
用途
アルミサッシ
、１円硬貨、アルミ缶、アルミニウム箔、ジュラルミンなど
)②原料は（　ボーキサイト　）。Alの単体は炭素電極を用いて（　溶融塩電解　）で生成。


　　③密度が（　小さ　）く、（　展性　）、（　延性　）に富み、（　電気伝導性　）が大きい。
　　④反応性　（　両性　）元素で、塩酸や水酸化ナトリウム水溶液と反応して溶ける。
【反応式】2Al　＋　6HCl　→　2AlCl3　＋　3H2
2Al　＋　2NaOH　＋　6H2O→　2Na[Al(OH)4]　＋　3H2
　　　　※硝酸とは不動態をつくり溶けない。　　　　ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｷｼﾄﾞｱﾙﾐﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ
【酸化アルミニウムAl2O3】　不純物を含むものにはルビー(クロム)、サファイア(鉄やチタン)がある。
　　①結晶はきわめて硬い。純粋なものは無色透明である。　②水に溶けにくく、融点が高い。
③（　両性酸化物　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑生成物はAlの反応と同じ。
【水酸化アルミニウムAl(OH)3】　↓生成物はAlの反応と同じ。
　　①（　両性水酸化物　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応して溶ける。
　　②Al3＋を含む水溶液に（　NH3aq　）または少量の（　NaOHaq　）を加えると生成。
【反応式】Al3＋　＋　3OH－　→　Al(OH)3↓　白色ゲル状の沈殿

【ミョウバン】
　　①硫酸カリウムアルミニウム12水和物　　AlK(SO4)2・12H2O
　　②水に溶かすと、Al3＋、K＋、SO42－の各イオンに電離する。
　　③日常的な用途として（　漬け物　）の発色剤や染め物の（　媒染剤　）として使用。

【亜鉛Zn】
　　①価電子（　2　）個で（　2　）価の（　陽　）イオンになりやすい。
 (
用途
トタン
、乾電池、楽器、絵の具、軟こう、サプリメントなど
)　　②

　　③反応性　（　両性　）元素で、塩酸や水酸化ナトリウム水溶液と反応して溶ける。
【反応式】Zn　＋　2HCl　→　ZnCl2　＋　H2
Zn＋2NaOH＋ 2H2O →Na2[Zn(OH)4]＋H2
ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛｷｼﾄﾞ亜鉛(Ⅱ)酸ﾅﾄﾘｳﾑ
【酸化亜鉛ZnO】　　　　　　　　　　　　　
　　①（　両性酸化物　）であり、塩酸とも水酸化ナトリウム水溶液とも反応する。
　　②（　絵の具　）や（　軟こう　）などに用いられる。

【水酸化亜鉛Zn(OH)2】
　　①製法　Zn2＋を含む水溶液に少量の（　NaOHaq　）または少量の（　NH3aq　）を加えると生成する。（　白色　）ゲル状。
【反応式】Zn2＋　＋　2OH－　→　Zn(OH)2↓　　　↓生成物はZnの反応と同じ。
②両性水酸化物で、塩酸とも多量の水酸化ナトリウム水溶液とも反応して溶ける。
　　③多量のアンモニア水と反応して溶ける。
【反応式】Zn(OH)2　＋　4NH3　→　[Zn(NH3)4]2＋　＋　2OH－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾃﾄﾗｱﾝﾐﾝ亜鉛(Ⅱ)ｲｵﾝ
【水銀Hg】
　　①室温で唯一の（　液体　）の金属で、密度が（　13.5　）g/mLと高い。
　　②多くの金属を溶かして（　アマルガム　）とよばれる合金をつくる。

【スズSn】CuとSn→青銅、SnとCu・Ag・Ni→はんだ、鋼にSnをめっきしたもの→ブリキ
　　①両性元素であり、酸・塩基とも反応する。
　　②合金やめっきに用いられる。

【鉛Pb】
　　①両性元素であり、酸・塩基とも反応する。
　　②単体は軟らかい重金属で、（　X線遮蔽材　）や（　鉛蓄電池　）で使用される。
　　③化合物は水に溶けにくいものが多く、鉛(Ⅱ)イオンPb2＋は塩化物イオンCl－や硫酸イオンSO42－と反応し、（　PbCl2　）や（　PbSO4　）の白色沈殿を生じる。

	【重要事項】
	
	Al3＋
	Zn2＋
	Pb2＋

	NaOHaq
	少量
	Al(OH)3　白色
	Zn(OH)2　白色
	Pb(OH)2　白色

	
	過剰
	[Al(OH)4]－　無色
	[Zn(OH)4]2－　無色
	無色溶液※

	NH3aq
	少量
	Al(OH)3　白色
	Zn(OH)2　白色
	Pb(OH)2　白色

	
	過剰
	Al(OH)3　白色
	[Zn(NH3)4]2＋　無色
	Pb(OH)2　白色


　　　※同じ両性元素であるSn2＋、Pb2＋では、Al3＋と同様の反応が得られる。
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　両性元素は、単体・酸化物・水酸化物は、酸・塩基のいずれにも反応し、塩をつくる。
□　両性元素は
Al
、
Zn
、
Sn
、
Pb
である。
□　両性元素のイオンが含まれる水溶液に少量の
NaOHaq
や
NH
3
aq
を加えると沈殿が生じる。
□　両性元素のイオンが含まれる水溶液に過剰の
NaOHaq
を加えると沈殿が溶ける。
□　
Zn
2
＋
が含まれる水溶液に過剰の
NH
3
aq
を加えると、沈殿は溶ける。　
)








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
